
会 員 各 位                                      

平成 30年 8月 1日 

春日部市歩こう会会長 
（担当：今村、加藤、福田、小曾根） 

 

「清澄庭園散策ウォーキング」のご案内 

 

久し振りに、東京都内まで足を延ばし、「清澄庭園」とその界隈を散策します。 

今回のウォーキング出発駅は、地下鉄半蔵門線の「住吉駅」ですが、半蔵門線は田園都市線

との相互乗入の関係で運行遅延・休止等の事故が比較的多いため、集合場所をウォーキング出

発駅ではなく、東武線の「西新井駅ホーム」といたします。これは、何らかの事故があった時

に、全員で迂回経路を利用しやすくするための方法ですので、ご了解ください。 

清澄庭園は入園料が掛かりますが、歩こう会予算の中から支弁し参加者全員の入園券を一括

購入しますので、ご安心ください。 

 

            記 

  

期  日：平成30年9月3日（月）（雨天翌日順延） 

目 的 地：都立清澄庭園(東京都江東区) 

集合場所：西新井駅上りホーム最後部（春日部寄り） 

集合時間：午前 10:00 
乗車時刻：10:13発中央林間行急行（住吉駅 10:34着予定）＜半蔵門線に事故がない場合＞ 

参 加 費：無料 但し、体験参加者 400円 ※入園料：会員・体験参加者共に会負担 

行  程：出発地点の「住吉駅」から約 4km  3班から出発  

住吉駅→小名木川遊歩道→高森公園（休憩・押印）→芭蕉稲荷神社→清澄公園（昼

食 12:20頃着）→清澄庭園→清澄白河駅（14:20頃解散予定） 

持 参 物：弁当、飲料（アルコールは不可）､敷物、雨具（カサは不可）、健康保険証、その他必要と思

われるもの 

問合せ先：寺嶋(735-7990)まで。 

 

【東武線時刻表】 

 

清澄庭園 泉水、築山、枯山水を主体にした「回遊式林泉庭園」です。この地の一部は江戸の豪商・紀伊

國屋文左衛門の屋敷跡と言い伝えられています。享保年間（1716～1736年）には、下総国関宿の藩主

・久世大和守の下屋敷となり、その頃にある程度庭園が形づくられたようです。 

 明治 11年、岩崎弥太郎が、荒廃していたこの邸地を買い取り、明治 13年に「深川親睦園」として 再

興しました。 

関東大震災で大きな被害を受けましたが避難場所として役割を果たし、多数の人命を救いました。 

岩崎家では、こうした庭園が持つ防災機能を重視し、翌大正 13年、破損の少なかった東側半分（現庭園

部分）を公園用地として東京市に寄付し、市ではこれを整備して昭和 7 年 7 月に公開し、その後、昭和

54年 3月 31日に東京都の名勝に指定されました。 

  春日部 一ノ割 武 里 せんげん台 西新井 

日比谷線中目黒行 9:15 9:18 9:20 9:22 9:56 

急行長津田行 9:20  ―  ― 9:25 9:44 

準急中央林間行 9:25 9:27 9:30 9:34 9:55 

 


